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特別支援教室拠点校の増設について 
 

１ 現状と課題 

 現在、特別支援教室拠点校の巡回指導員一人あたりの担当児童・生徒数が、小中学校１３校の

うち６校が東京都の定数比率１２：１を超えている。巡回スケジュールに時間の余裕が少なく、

校内における連携や支援が必要な児童・生徒の早期発見・早期対応が難しい。 

全てのエリアで安定した巡回指導を行うため、小学校・中学校それぞれ２校増設する必要がある。 

 

２ 拠点校増設のメリット 

 拠点校の巡回指導教員が巡回校との連携を密にし、教員間の連携と児童・生徒への早期対応、

保護者の理解推進を図ることにより、特別支援教育の充実を図ることができる。 

 

３ 拠点校グループ編成案 

拠点校 
令和５年度 令和６年度 

校数 校数 巡回校 

小
学
校 

① 臨海小学校 4校 4校 明治小学校・数矢小学校・平久小学校 

② 東川小学校 6校 4校 深川小学校・八名川小学校・元加賀小学校 

③ 豊洲西小学校 4校 4校 豊洲小学校・辰巳小学校・第二辰巳小学校 

④ 豊洲北小学校 3校 3校 越中島小学校・枝川小学校 

⑤ 第二亀戸小学校 5 校 4校 第一亀戸小学校・香取小学校・水神小学校 

⑥ 浅間竪川小学校 ― 4 校 第三大島小学校・第四大島小学校・第五大島小学校 

⑦ 北砂小学校 ― 4 校 扇橋小学校・川南小学校・砂町小学校 

⑧ 大島南央小学校 6 校 4校 第一大島小学校・第二大島小学校・毛利小学校 

⑨ 第七砂町小学校 5 校 4校 第二砂町小学校・第三砂町小学校・第五砂町小学校 

⑩ 南砂小学校 5校 4校 東陽小学校・南陽小学校・第四砂町小学校 

⑪ 亀高小学校 5校 4校 第六砂町小学校・小名木川小学校・東砂小学校 

⑫ 有明西学園 3校 3校 東雲小学校・有明小学校 

中
学
校 

① 深川第五中学校 6 校 5校 深川第八学校・有明中学校・辰巳中学校・有明西学園 

② 第二大島中学校 8 校 5校 大島中学校・大島西中学校・砂町中学校・第四砂町中学校 

③ 南砂中学校 10 校 5 校 東陽中学校・第二南砂中学校・第二砂町中学校・第三砂町中学校  

④ 深川第六中学校 ― 5 校 深川第一中学校・深川第二中学校・深川第三中学校・深川第四中学校  

⑤ 第三亀戸中学校 ― 4 校 亀戸中学校・第二亀中学校・深川第七中学校 

＊特別支援教室の教員配置は、教員１人に対して指導対象人数１２名を基準としている。（東京都） 
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             ・・・拠点校（小学校１０校、中学校３校） 

 

         ・・・グループ（拠点校１校に対して巡回する学校のグループ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

小学校 中学校 
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◎ ・・・新拠点校（小学校2校、中学校各2校増設）

・・・拠点校（小学校10校、中学校3校）

・・・令和5年度拠点校範囲 　　　　・・・令和6年度変更範囲

◎


